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イヤーレシー/ V - の使いかた 


取扱説明書 

お買い上げいたださちりぴと 
弓ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めのを意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることが 
あります。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要なを意事項と 
製品の取り扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管して< 
ださレ。 
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A 警告 I 0 

巧をのために -と 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、ま 
ちがった使いかたをすると、火災や感電などにより人身ま故になることびあり危険で 
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 接続先の取掘説明書ち必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

. 万一異常び起去たら、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店に修理を依頼する。 

交通安全のために 禁と 

運転中は使用しない 

自動車やバイク、自乾車などの運転中はイヤーレシーパーは絶対に使わないでくださ 
い。交通事故の原因となります。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こえ 
ないとを険な場所では使わないでください。 


ステレオ 

イヤーレシーバー 

MDR-EX59Z 


ステレオミニプラグ対応の機器に接続でをまず。 



"ウォークマン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □コ‘は、ソニー株式会社の登録商標 
です。 

饭の印のついた方を右耳に、のの印のついた方を左耳につける。 

必の印の方には左ち識別用の突起びあります。 



ジッパーコードの使いかた 

コードを収納するときは 

分岐部分とコードスライダーを持ち、コードスライダーを図のようにゆっくりと動か 
します。 


lAwm Q 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を 禁止 
ちえることびあります。耳を守るため、音量を上げすぎないよラにご注意ください。 

• このイヤーレシーバーは、音量を上げすざると音びがに漏れます。音量を上げすぎ 
て、まわりの人の迷惑にならないよラに気をつけましよう。雑音の多いところでは 
音量を上げてしまいびちですび、イヤーレシーバーで聞<とさはいつち呼びかけら 
れて返事びでさる<らいの音量を目安にして<ださい。 

• イヤーレシーバーが肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して、医師また 
は ソニーの 相談 窓□、 お買い上げ店に ご 相談ください。 

• 本機を使用中に気分び悪くなった場合は、すぐに本機の使用を中止してください。 

• イヤーピースはしっかり取り付けて < ださい。イヤーピースびはずれて耳に鶏ると、 
けびや病気の原因となることびあります。 



をヒント 

コードびコードスライダーに引っかかってしまった堤合、または溝からはずれてしまった場合は無 
巧に引っ張6ず、一度分岐部分までコードスライダーを戻し、再度コードスライダーをゆっくりと 
動かして < ださい。 

ごま意 

コードを溝に収納していない状態で巻をつけると、溝び変形し、コードび収納でをな<なる場合び 
あります。 


まな特長 

•イヤーレシーバーを使わない時に、2本のコードが1本にまとまり絡みに<い、新 
開発ジッパーコード採用 
• 高密度レジスターによる重低音再生 

• アングルド•イヤーピース構造により、快適で安定性の高い装着性を実現 
• 音の辭儘度を高め、ク IJ アな中高音と重厚でパワフルなな音を再生する40日 kJ / m 3 
高磁カネオジウムマグネット採用 

•密閉度び高く、長時間使巧でも快適で安定した装着性を実現した、八イプ U ッドイ 
ヤーピースを採用 （ S 、 M 、 L サイズ付属） 


ジッパーコードを開けるときは 

必ずコードスライダーと2本のコードを図のよラに持ち、コードスライダーを動かし 
ます。 



スごす音 

片方のコードのみを持ってコードスライダーを動かすと、コードび溝からはずれてしまラことびあ 
ります。 





イヤーピースの正しい装着方法 


イヤーピースび耳にフィットしていないと、低音び聞こえないことびあります。 

より良い音質を楽しんでいただくためには、イヤーピースのサイズを交換したり、お 
さまりの良い位置に調整するなど、ぴったり耳に装着させるようにしてください。 
お買い上げ時には、 M サイズび装着されています。サイズび耳に合わないと感じた 
ときは、付属の L サイズや S サイズに交換してください。付属切外にを S サイズよ 
りもかさい SS サイズを別売しています。 

イヤーピースびはずれて耳に鶏らないよラ、イヤーピースを交換する際には、イヤー 
レシーバーにしっかり取り付けてください。 

イヤーピースのサイズ（内側の色） 


イヤーピースをはずすとさは 

イヤーレシーバーを片手で押さえ、をラー方の手でイヤーピースを軸ごとねじりなび 
5はずします。 



ぐヒント 

ィヤーピースび滑りやす<はずしにくレとをは、乾し)た柔らかい巧で<るむとはずしやす<なりま 
す。 

イヤーピースをつけるとさは 

イヤーレシーバーの突起部分び完全に隠れるまで、イヤーピースの着色部分を押し込 
んで < ださい。 


かさい < h 大をい 


SS (別売） 

S 

M 

L 

(ホ） 

(慢） 

(緑） 

(水色） 




まな仕様 


お式： 

密閉ダイナ S ック型 

ドライバーユニット： 

9 mm 、 ドーム型 （ CCAW 採用） 

最大入力： 

100 mW ( IEC *) 

インピーダンス： 

16 Q (1 kHz にて） 

音圧感度： 

lOOdB/mW 

再生周波勘帯域： 

5〜23,000 Hz 

コー ド： 

約 1.2 m U ッツ線ネックチェーン 

フラグ： 

金メッキ L 型ステレオ S ニプラグ 

質量： 

約 3 g (コード含まず） 

付属品： 

イヤーピースじ、 M 、 L 各 2) 


保証書とアフターサービス 

保証書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取りください。 
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 


アフターサービス 


調子が悪いとさは 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合が悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づ’いて修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていたださます。 


製品登録の おすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンから 

httpy/www.sony.co.jp/avD-regi/ 

携帯電話から 

2;欠元コード対応のカメラつ定携帯電話の読み取り機能で 
ご利巧 < ださい。 

http://reg.msc.m.sonv.jp/avp/ 



票 55 齊？ ; 裤鷄 '<P 罵付時間などは http://www.sony.co.jp/support 
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> IEC (国隙電気標準会議）規格による測定値です。 

本磯の仕様および列■観は、改良のため予告なく蜜要することびありますび、ご了承ください。 


取り扱い上のご注意 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないで<ださい。 

• ユニット部はていねいに掘って<ださい。 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光のあたる場所には置かないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

•常に良い音でお聞をいただくために、プラグを時々柔らかい巧でからぶをし、清潔 
に保ってください。 

•巧れは、乾いた柔らかい巧でふを取ってください。その際、ユニット部に息を吹き 
かけることはしないでください。特にプラグ部分を巧れたままにしてお<と、音質 
び悪<なったり、音びとぎれたりすることびあります。 

• イヤーピースのお手入れは、イヤーレシーバーからイヤーピースをはずし、ラすめ 
た中性洗剤で手洗いしてください。洗浄勸よ、水気をよくふいてからご使用ください。 
• イヤーピースは長期の使用-保存により劣化する恐れびあります。 


イヤーピースは消耗品です。イヤーピースが破損し交換する場合は、別売りの 
EP - EX 10 シリーズ （ SS 、 S 、 M 、 L の各サイズ）をお買い求めください。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店 
にご相談ください。 


静電気に関するごま意 

空気び乾燥する時期に耳にピ U ピ U と痛みを感じることびありますび、イヤーレシー 
バーの故障ではなく人体に蓄積される静電気によるをのです。静電気の発生しに<い 
天然素材のを服を身に着けていただくことにより軽減されます。 













